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説明事業

放課後児童対策事業助成費

戦略項目

担当名:担当名:子育て環境整備担当

児童福祉法第６条の３②

放課後子どもプラン推進事業費補助金交付要綱（国要綱）等

01　　　子育ての安心

010101　子育て支援の充実

予算額

決定額 3,276,7333,276,733

前年額 2,982,5582,982,558

1,480,6091,480,609

1,331,3931,331,393

1,796,1241,796,124

1,651,1651,651,165
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番号

放課後児童健全育成事業費

１　事業の概要

　就労等により昼間保護者のいない小学生を対象に遊び

や生活の場として放課後児童健全育成事業を実施する市

町村に対し、経費を助成する。

(1)放課後児童健全育成事業費　　　    3,213,382千円

(2)特別支援学校放課後児童対策事業費　 　61,758千円

(3)放課後児童指導員研修費　　　    　　　1,518千円

(4)放課後児童クラブ指導監査費　　　    　　 75千円

２　事業主体及び負担区分

　（１） ①国庫分（国1/3・県1/3）市町村1/3

　　　 ②県単分（県1/3）市町村2/3

　（２）（県1/3）市町村2/3

　（３）（国1/3・県2/3）（４）（県10/10）

３　地方財政措置の状況

　（区分）社会福祉費（細目）児童福祉費

　（細節）児童福祉共通費

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×1.0人＝9,500千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　放課後児童健全育成事業を実施する市町村に対して、クラブ運営費の補助金を交付する。　　 3,275,140千円
　　　　　一般の放課後児童クラブ　　　 937クラブ
　　 　 　特別支援学校放課後児童クラブ  23クラブ
　　イ　放課後児童クラブの指導員に対する研修を実施し、放課後児童健全育成事業の質の向上を図る。　 1,518千円
　 　　 障害児担当指導員研修会、新任指導員研修会など
　　ウ　放課後児童健全育成事業の実施主体である市町村及び放課後児童クラブに実地検査を実施する。　　　75千円

（２）事業計画
　　　希望しても入室できない待機児童の解消、子どもの情緒の安定や安全確保の観点から課題のある大規模クラブ
　　　の解消、の２つの課題を解決するため、放課後児童クラブの設置を促進する。あわせて、クラブの運営等に関して
　　　市町村への支援を行う。

（３）事業効果
　    埼玉県子育て応援行動計画(コバトンプラン)の目標値「放課後児童クラブの設置1,038か所(平成26年度末)」を
　　　達成している（平成25年5月1日現在 1,113か所）。

（４）民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　　県学童保育連絡協議会と連携して、放課後児童クラブ指導員に対する研修を実施している。

(単位：千円)

分野施策


